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Abstract 
This study considered the compression toughness ability of "the RC supporting columns" to 

install beside the brittle pillar which became the shear mode and relations of the wide shear 
reinforcement quantity experimentally. 

As for the relations of the quantity of wide shear reinforcement which gives it to a rise in 
compressive strength, there is already a study in much past, but I cannot see the study that I 
lectured on the state of the strength drop after the greatest strength and relations with the 
assistant side shear reinforcement quantity to. There was this study for the extension of the 
past study suggested backed by such situation, and the lower limit level of the shear 
reinforcement quantity to prevent sudden axis collapse from many experiments that I 
included a reported laboratory finding in knew a pw=0.8 1.0% necessary thing when I used 
SD395. 
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の  

が国の 震 は、現 の建 基

で める 震性 （ 度と り）を たすこと

が基 であり、この基 を たすよ に

を 加する方 が基本となっている。 って、

学 建 の長 方向の様にもともと 震 が

ない建物の場合には、 を するた

め の を し、そのため 震 に ら

ない ー も いと れる。 

そこで、 が国の 建物は からな

る ー ン が大 であり、パン ー

の様な が生 ることは ないこ

とに し、 -1 の様に、 層にできた

（ ー）を 的に することで、

震 を することを えた。この

様な を 的に かせ 、 な

で を確 することは に と れる。

は、建物が したとしても が り め

る ーが 現すれ 、 は さ

れる。 
え 、せ ー となる 性 の に

を すれ 、 が一

が しても が って を

するため層 は げ、 ーが

的に り される。しかし、 から

の 動は の れる動的 のため、

には に を見 だ 度を えて

おくことが と れる。 として

ン ー 度の 層にできた ー（ ）

ー 
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が えられるが、本研究では な横

を するこで、 が一 大 度を えた場

合でも な を えを した。 
ただし、 度の上 に ぼす横

の は に くの 研究があるが、 大

度以 の 度 下の 度と横 と

の を論 た研究は見あたらない。本研究は

この様な を に実 された 研究（ ）の

長にあり、 の実験 果を めて す

るものである。 
 

度と との  

方向に を ると、これと する

方向に ら が生 る。 が小さい にはこ

の横 は小さいが、 が大きくなるにし

たがって加速度的に増加する。これは ン

ー 内 に生 た れによるものであるか

ら、この横方向 の ら を らかの方 で

して れ 、 ン ー は し くなる

は である。この様な 理は古くからの研究

象であり、 的な研究（ ）として横方向の

を る ン ー

ンダーの 験

果に基 いた (1) が

されている。横

が 一な を

ンダーに えると

した場合、 -2 に す

様に横 は (2) で

えられ、これを (1)
に して(3) を得る。 

なお、横 は 度 には 度に

していたとすれ (3) は(4) の様に され、

度は 度(   )に比 する。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

験 は 100 200 ンダーを い、 パ

を した 験 78 本と 6 本

を し、 応 度と を測 した。 
-1 と -2 に 度一 を し、 -3 に

度との を す。 から、(4) は

度を く すことが かる。 
-4 に 験 の の を す。 -5 に

応 度 度 に ぼす横 の

を す。横 と 大 度の

は の りであるが、 大 度以 の 度

下の 度は、 から、横 が いほ

になることが かった。 
 

 

 

 

 

 

 

 

ssp fA ssp fAtf

2 効果の 

基本 理

yw fp

20.310 mmNf y 

-2 の 果ywccc fpff 1.4

25.258 mmNf y 

-1 の 果ywccc fpff 1.4

-3 度と 度の  

1 2 3 4
8 1.77 4.56 48.6 48.0 52.1

12 1.18 3.04 47.4 46.8 41.9
16 0.88 2.28 45.3 44.5 45.4

0.00 0.00 35.1 36.3 36.1 31.4

258.5

mm
pw

×10-2
pw fy

N/mm2
(N/mm2)fy

N/mm2

-1 験 果（文 ）

1 2 3 4 5 6
4 3.53 10.94 75.5 75.5 71.6 75.8 78.8 76.5
6 2.35 7.30 57.3 65.7 59.8 55.8 63.3 57.0
8 1.77 5.47 51.9 55.6 51.1 53.0 49.7 54.0
10 1.41 4.38 46.3 46.7 47.2 46.8 48.5 48.1
12 1.18 3.65 44.8 45.8 45.1 44.8 46.3 46.8
14 1.01 3.13 44.3 43.2 43.5 45.3 44.3 43.8
16 0.88 2.74 42.2 41.3 43.0 41.4 43.3 42.6
18 0.78 2.43 40.9 40.9 41.3 41.7 41.1 40.8
20 0.71 2.19 40.5 38.7 39.6 40.3 40.3 39.9
24 0.59 1.82 37.9 38.2 38.4 38.5 37.3 37.3
32 0.44 1.37 37.1 35.7 36.7 37.0 37.3 36.9
48 0.29 0.91 36.3 35.8 35.5 35.9 36.3 34.9
64 0.22 0.68 34.3 34.4 33.3 32.1 33.5 35.9

0.00 0.00 29.9 29.6 30.6 31.3 31.8 31.6

310

N/mm2)ッ

mm
pw fy

N/mm2
pw

×10-2
fy

N/mm2

-2 験 果一 （ 研究） 

ここで、 
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の と
 

 度 と  

本研究の 的は、 大 度以 の な 度

下を ために、 な横 と 度 下

率の を明らかにすることにある。 で

たよ に、横 を すると 度は

確実に上 し、 度と 度の は、

の(4) で えられることが かった。

しかし、 大 度以 の 度 下の 度合

い と横 の は 明である。 
-6 は の有 が応 度 度 に

ぼす を、実 の実験 ー を いて比較

したもので、 大 度以 の 度 下の

度合い が、かなり なる様 が かる。本研

究で 象とする には、 の

を確 しておくことは として、 が一、

が を上回ったとしても

な が生 ないよ な 応を してお

く がある。その方 の一 に、 パ

による ン ン 効果（横 効果）に

期 する方 がある。 
本研究はこの様な で、 をパ

ー に の 験を ったが、これらの

験 ー （応 度 度 ）から、

度 下の下り が できれ 、 -6 に す

（ k ）によって の 度を 値化できる。 
し、 大 度 大 度 の が な

るそれ れの 験 果に共 の ー を

めることは であるので、 大 度以 の

度 下率（ ）と 増大率（ ）を いて、

度 下の下り を することにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 の  

-7(a)に 度 下率 増大率の を す。

に す A-B の傾き(  )を 性

と し、その性 は(7) で す。 から明ら

かな様に、(7) で される 性 は、 度

化が な場合は     に き、

な 度 下を す場合は     に く。

なお、測 ー は しも とする 度

下率 (  )の 増大率(  )を えていない

から、 -7(b)に す様に、 とする 増大 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

0.1mK
0.0mK

mK

-4 （ ） 

し 4@3

-5 応 度 度 （ ）

（横 の ） 

)53.3(4@3

)18.1(12@3

し 

 

3

(7)  0
1

11
3

3 















mK

-7(a) 性 の （ ） 

（横 が しない場合） 

 33,
A

B
mK

53.3wp

0.0wp
k

-6 横 の有 が 

応 度 度 に ぼす

max
  (5)  

max
  (6)  

ここで、 

2mmN
2mmN

度 下率 

max


大 度以 の 応

大 度 

max

 増大率 

大 度 以 の 度 

大 度 の 度

3
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率(  )の上下の ー (        )から

(8) を いて とする 増大率(  )を め、

これを(7) に して 性 (  )を めた。 
一方、 -8(a)は、 とする 度 下率まで

下がら に 中で横 が した場合を

すが、この は、 -8(b)の様にその の

を ー させ、 の B
点の を り、(7) から A 点と B 点を

の傾きを 性(  )として めた。 
なお、 -9 は実験 果で得られた

を に、 する 度 下率によって、

性 が なる様 を したものである。 、

性 は した 度 下率によってその

値が なるから、本研究では 大 度以

度に 度が 下した 点での 度 下の

（ 性 ）を めることにし、 度 下

率（ 8.0,7.0 33   ）に いて めた

性 を -3(a)(b)に す。 

この様に、 性 は 度 下率（ ）に

した値となるが、 験 果を 一の 度

下率を いて 性 を すれ 、各

験 果は に 度と 性 の を

し得ると した。 

 

   
21

1223
23 





 (8)  

   2211 ,,, 3
3

mK

mK

 11,

 22,

 33,

B

-7(b) 増大率の め方 

-3(a) 性 mK  
（ 度 下率      ） 

4 3.53 10.95 0.97 0.94 0.98 0.98 0.95 0.94
6 2.36 7.30 0.94 0.93 0.95 0.96 0.95 0.93
8 1.77 5.48 0.77 0.94 0.89 0.95 0.96 0.94

10 1.41 4.38 0.93 0.92 0.93 0.93 0.93 0.93
12 1.18 3.65 0.92 0.88 0.94 0.95 0.94 0.92
14 1.01 3.13 0.83 0.89 0.90 0.88 0.84 0.88
16 0.88 2.74 0.86 0.85 0.86 0.82 0.88 0.72
18 0.79 2.43 0.72 0.88 0.84 0.90 0.88 0.87
20 0.71 2.19 0.83 0.77 0.86 0.90 0.84 0.82
24 0.59 1.83 0.84 0.80 0.88 0.71 0.91 0.85
32 0.44 1.37 0.64 0.89 0.68 0.89 0.91 0.73
48 0.29 0.91 0.83 0.83 0.83 0.83 0.83
64 0.22 0.68 0.44 0.46 0.70 0.13 0.34 0.79
- 0.00 0.33 0.00 0.00 0.00 0.23 0.00

- 0.00 0.00 0.00 0.06 0.00
8 1.77 4.57 0.91 0.86 0.87

12 1.18 3.04 0.89 0.77 0.85
16 0.88 2.28 0.80 0.72 0.61

文献

-3(b) 性 mK  
（ 度 下率    ） 

4 3.53 10.95 0.97 0.94 0.98 0.98 0.95 0.94
6 2.36 7.30 0.94 0.93 0.95 0.96 0.95 0.79
8 1.77 5.48 0.77 0.94 0.87 0.93 0.96 0.87

10 1.41 4.38 0.93 0.88 0.91 0.84 0.82 0.90
12 1.18 3.65 0.89 0.84 0.91 0.94 0.93 0.92
14 1.01 3.13 0.77 0.83 0.90 0.78 0.83 0.88
16 0.88 2.74 0.76 0.72 0.78 0.69 0.96 0.55
18 0.79 2.43 0.68 0.83 0.80 0.82 0.76 0.85
20 0.71 2.19 0.75 0.74 0.84 0.89 0.78 0.75
24 0.59 1.83 0.66 0.77 0.89 0.65 0.89 0.87
32 0.44 1.37 0.58 0.86 0.57 0.88 0.89 0.67
48 0.29 0.91 0.79 0.70 0.73 0.31 0.62
64 0.22 0.68 0.49 0.52 0.67 0.28 0.34 0.73
- 0.00 0.15 0.00 0.08 0.09 0.31 0.08

- 0.00 0.00 0.05 0.14 0.00
8 1.77 4.57 0.80 0.69 0.76

12 1.18 3.04 0.83 0.71 0.75
16 0.88 2.28 0.77 0.65 0.50

文献

7.03  8.03 

A
B

横 の  

-8(a) 性 の （ ） 

（横 が した場合） 

B

-8(b  の 値の  

mK
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7.03 

と 度 

に 験 の を した。

を すると、 が なくなるほ

、 度 下率（ ）の 下度合いが大きくな

る。この 下度合いを 値化したのが 性

であり、実験 果に基 いて 性 を

めたのが -3(a)(b)である。また、 度と

の を -10(a)(b)に す。 
から、 度が大きくなるに って

性 も大きくなるものの、 度がある

度の値以上になると 性 は にな

り、これ以上 を増加させても 効果は

得られない があることが かった。 
 

まとめ 

横 を変化させた ンダーの

験を い、 度と 度との 、

およ 、 大 度以 の 度 下の 度を

す 性 との を た。その 果を

まとめると、ほぼ のことが えよ 。 

 

 度は 度に比 し、 の

が く一致することを確認した。 

 

 

 本研究において、 大 度以 の 度

下の 度を 性 （  ）と

し で した。 

 

 

 

 上 (7) で した 性 は、

度に比 して大きくなるが、 度 下率

が       の 囲とすれ 、 下

を として、 性 は

となる。 

 

 に    を いるとすれ 、下

の横 比がほぼ になることが か

った。 
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mK (7)  
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390SD
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文 (2) 

-10(a) 性 と 度の  
（ 度 下率    ） 

7.03 

00.3yw fp

yw fp
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-10(b) 性 と 度の  
（ 度 下率    ） 

yw fp
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-1 の 度 下率（ ） 増大率（ ）  

当
研
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文
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（
２
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文 の ー  
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